
法

然

の

仏

身

観

特
に
化
身
に

つ
い
て

高

橋

弘

次

一

法
然
の
仏
身
観

(阿
弥
陀
仏
観
)
は
、
お
よ
そ
報
身
論
、
三
身
即

一

論
、
真
化

二
身
論
の
三
つ
の
立
場
か
ら
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
内
容

に
つ
い
て
は
す
で
に
究
明
さ
れ
て
い
る
が
、
少
し
く
私
の
立
場
か
ら
も

(
1
)

こ
れ
を
論
究
し
た
。
し
か
し
そ
の
法
然
の
仏
身
観
に
ま
つ
わ
る
化
身
に

つ
い
て
は
、
こ
れ
が
体
系
的
に
詳
し
く
究
明
さ
れ
た
論
述
を
み
る
こ
と

は
で
き
な
い
よ
う
で
あ
る
。

そ
こ
で
こ
の
小
論
に
お
い
て
は
、
法
然
の

仏
身
観
に
お
い
て
、
と
く
に
そ
の
特
異
性
が
見
出
さ
れ
る
真
化
二
身
論

に
か
か
わ
る
問
題
と
し
て
、
化
身
が
ど
の
よ
う
に
説
き
示
さ
れ
て
い
る

か
、
ま
た
こ
の
化
身
が
真
身
と
ど
の
よ
う
な
関
係
に
あ
る
の
か
、
さ
ら

に
こ
の
化
身
を
ど
の
よ
う
に
受
け
と
め
れ
ば
よ
い
の
か
、
と
い
つ
た
問

題
を
取
り
扱

つ
て
み
た
い
。

二

法
然
は

『
逆
修
説
法
』
(初
七
日
)
に
お
い
て
、
阿
弥
陀
仏
の
真
身
に

対
す
る
化
身
を

「無
而
数
有
云
レ
化
者
随
レ機
応
レ
時
現
二身
量
槻大
小
不

(
2
)
同
」
と
説
明
し
て
、
続
い
て
(
1
)
円
光
の
化
仏
、
(
2
)
摂
取
不
捨
の
化
仏
、

個
来
迎
引
接
の
化
仏
、

と
い
う
三
つ
の
化
仏
を
あ
げ

て
い
る

(
こ
れ
ら

(3
)

の
化
仏

に
つ
い
て
は
す

で
に
論

じ
た

の
で
こ
こ
で
は
省
略
す
る
)
。

そ

こ

で

こ

の
化

仏

(
化
身
)

が

ど

の
よ

う

に

化

現
す

る

の

か
、

と

い

う

こ
ど

に

つ

い
て
法

然

は

『
逆

修

説

法

』

(
四
七
日
)

に
、

源

信

の

『
往

(4
)

生
要

集

』

(
中
)
に
阿

弥

陀

仏

の
白

毫

相

が

説

か

れ

て
い
る
、

そ

の
内

容

に
も

と
ず

い

て

つ
き

の
よ

う

に

説

き

示

し

て

い
る
。

次
白
毫
作
用
者
、
謂
白
毫
所
レ
放
光
明
中
現

二衆
事

一也
。
恵

心
意
云
三
其
所
現

之
境
界
不
レ
出
二十
法
界
叩
謂
応
下
以
二
仏
身

一得
度
上
者
、
即
現

二彼
白
毫
光

一作
二

仏
身

殉
付
二
其
仏
身

一有
レ
二
。

一
始
終
応

同
身
、

二
無
而
漱

有

身

也
。

始
終

応

同
者
、

如
二釈
迦
如
来

一現
二
八
相

一
也
。
無
而
鍬
有
者
、
不
レ
現
二
託
胎
出
胎

之

相
一、
不
レ
現
二出
家
成
道
之
相

(
只
忽
然
而
現
之
仏
身

也
。
或

又
現
二
菩

薩

身

一、
如
二
普
賢
文
殊
観
音
勢
至
地
蔵
等

一者
、

即
菩
薩
也
。
然
者
彼
等
諸
大
菩

法
然

の
仏
身
観

(
高

橋
)
 

二
三

一
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法
然
の
仏
身
観

(高

橋
)
 

二
三
二

薩
、
弥
陀
白
毫
所
現
坐
覧
。
又
或
応
下以
二辟
支
仏
身
一済
度
上者
、
彼
白
毫
光

現
作
二辟
支
仏
殉
辟
支
仏
者
、
前
仏
法
滅
、
後
仏
未
レ出
之
中
間
而
出
、
非
二仏

教
画
唯
見
二飛
花
落
葉
一独
開
レ悟
也
。
故
云
二独
覚
幻
此
独
覚
有
レ
二
。
一
麟

喩
独
覚
、
二
部
行
独
覚
也
。
或
又
現
二声
聞
身
一、
如
二釈
迦
仏
御
弟
子
舎
利
弗

目
連
迦
葉
阿
難
等
一者
、
即
声
聞
也
。
不
レ知
、
弥
陀
如
来
白
毫
光
為
レ助
二釈

迦
化
儀
一現
二彼
諸
大
声
聞
一給
覧
。
或
現
二梵
王
身
一、
或
現
二帝
釈
身
一、
或
現
二

国
王
大
臣
身
一、
或
現
二長
者
居
士
身
一。
凡
比
丘
比
丘
尼
優
婆
塞
優
婆
夷
天
竜

夜
叉
乾
闊
婆
緊
那
羅
乃
至
地
獄
鬼
畜
生
修
羅
、
如
レ是
等
一
切
身
、
随
レ宜
無

レ不
レ現
。
就
レ之
得
レ意
者
、
惣
六
道
四
生
一
切
凡
聖
、
併
被
レ疑
二弥
陀
如
来

之
毫
光
所
現
欺
一者
也
。
非
二蕾
此
白
毫

一
相
一、
惣
八
万
四
千
相
、
一
々
皆
如

レ此
現
二
一
切
身
一也
。
然
法
界
中
、
但
弥
陀

一
仏
之
遍
給
也
。

こ
の
説
明
に
も
と
ず
く
な
ら
ば
、
化
身
、
菩
薩
身
を
は
じ
め

一
切
の

身

(相
)
は
、
阿
弥
陀
仏

の
白
毫
よ
り
放
つ
光
明
に
よ
つ
て
化
現
す

る

と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
法
然
の
説
き
示
す
化
身
の
内
容
は
、
直
接
的

に
は
法
然
も
い
う
よ
う
に

「
恵
心
の
意
」
に
よ
つ
た
も

の
で
あ
る
が
、

そ
の
根
拠

と
す
る
と
こ
ろ
は
、
『観
無
量
寿
経
』
な
ど
に
説
示

さ
れ
た

「光
明
摂
取
」
と
い
う
阿
弥
陀
仏
の
は
た
ら
き
を
は
じ
め
と
す
る
、
仏

の
具
体
的
な
は
た
ら
き

(化
用
)
に
も
と
ず
い
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か

で
あ
る
。

こ
の
化
仏
、
化
菩
薩
な
ど
の
化
現

に

つ
い
て
は

『
観
無
量

寿
経
』
の

「
三
輩
九
品
」
の
と
こ
ろ
で
詳
し
く
説
示
さ
れ
て
い
る
が
、

同
経
の
第
十
観

(観
音
観
)
に
、

眉
間
毫
相
、
備
七
宝
色
、
流
出
八
万
四
千
種
光
明
。

一
一
光
明
、
有
二無
量
無

数
百
千
化
仏

一
。一
一
化
仏
、

無
数
化
菩
薩
以
為
二
侍
者

一。
変
現
自
在
、

満

二
十

(5
)

方
世
界

一。

と
あ

り
、

ま

た
第

十

三

観

(
雑

想
観
)
に

は
、

阿
弥
陀
仏
神
通
如
意
於

二十

方
国

一変
現
自
在
。
或
現
二
大
身

一満

二虚
空

中

一或

現
二
小
身

一
丈
六
八
尺
。

所
レ
現
之
形
皆
真
金
色
。
円
光
化
仏
及
宝
蓮
華

如
二
上

所
7説
。

観
世
音
菩
薩
及
大
勢

至
於
二
一
切
処

一身
同
。

衆
生
但
観

二首

相

一知

二

(6
)

是
観
世
音
一知
二是
大
勢
至
一。
此
二
菩
薩
助
二阿
弥
陀
仏
一普
化
二
一
切
嚇。

と
あ
る
内
容
な
ど
、
化
仏
、
化
菩
薩
な
ど
の
化
身
が
説
き
示
さ
れ
る
の

に
、
も
つ
と
も
相
応
す
る
典
拠
と
な
る
個
所
で
あ
る
。

三

こ
の
よ
う
に
化
仏
、
化
菩
薩
な
ど
の
化
身
は
、

阿
弥
陀
仏
の
白
毫
よ

り
放
っ
光
明
に
よ
つ
て
化
現
す
る
と
さ
れ
、
ま

た
そ
れ
が

「
神
通
如

意
」
、
あ
る
い
は

「
変
現
自
在
」
と
い
う
阿
弥
陀
仏
の
は
た
ら
き

に
も

と
ず
く
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
さ
ら
に
法
然
は
こ
れ
ら

が
阿
弥
陀
仏
の

「
正
報
功
徳
」
の
は
た
ら
き
で
あ
る
と
し
て

『
逆
修
説

法
』
(
五
七
日
)
に
つ
ぎ
の
よ
う
に
説
き
示
し
て
い
る
。

観
音
勢
至
及
彼
土
所
有
菩
薩
人
天
、
併
彼
仏
正
報
功
徳
也
。
都
彼
国
人
天
目

鼻
非
二我
物
一、
皆
仏
願
力
所
成
之
功
徳
也
。
頭
目
髄
脳
、
五
体
身
分
、
無
冒二

非
二阿
弥
陀
仏
願
一。
響
如
三此
娑
婆
世
界
人
子
身
体
髪
膚
、
併
分
二父
母
身
一。

即
此
経
被
レ説
四
十
八
願
可
レ候
也
。
五
通
願
、
悉
皆
金
色
等
願
是
也
。
然
者

唯
阿
弥
陀
仏
為
二彼
国

一
切
菩
薩
人
天
一入
レ目
成
二天
眼
通
嚇
入
レ耳
令
レ得
二

-739-



天
耳
通

噌
入
レ
心
令
レ
得
二
他
心
智
宿
命

智

一、
成
レ
足

令
レ
得
二神

足

通
噛
成

レ膚

成
二
金
色
身

一給
也
。

具
足
諸
相
願
亦
如
レ
是
。

生
二
彼
国

一人
、
六
根
六
識
、
併

(
7
)

阿
弥
陀
仏
之
入
給
也
。

諸
菩
薩
、
人
天
な
ど
す
べ
て
阿
弥
陀
仏
の
願
力

に
よ
る
も
の
で
あ

り
、
正
報

の
願
力
功
徳
に
よ
ら
ざ
る
も

の
は
何

一
つ
と
し
て
な
い
と
い

う
の
で
あ
る
。
さ
き
の

「神
通
如
意
」
で
あ
る
こ
と
も
、
「変
現
自
在
」

で
あ
る
こ
と
も
阿
弥
陀
仏
の

「
願
力
所
成
」
、
「正
報
功
徳
」
に
よ
る
も

の
で
あ
り
、
化
仏
、
化
菩
薩
な
ど
そ
れ
ら
の
独
自
の
は
た
ら
き
を
認
め

る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

四

こ
の
化
仏
、
化
菩
薩
な
ど
の
化
身
は
、
も
と
よ
り
阿
弥
陀
仏

(真
身
)

の
化
用
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、

そ
の
三
種
の
化
身

(円
光
の
化
仏
、
摂

取
不
捨
の
化
仏
、
来
迎
引
接
の
化
仏
)
が
指
摘
さ
れ
る
な
か
、
も
つ
と
も

そ
の
特
徴
が
見
出
さ
れ
る
の
は
来
迎
引
接
の
化
仏

(化
身
)
で
あ
ろ
う
。

法
然
は

『
逆
修
説
法
』
(初
七
日
)
に
、

次
来
迎
引
接
化
仏
者
、
九
品
来
迎
各
々
有
二化
仏
一、
随
レ品
有
二多
少
幻
上
品

上
生
来
迎
、
真
仏
之
外
有
二無
数
化
仏
一、
上
品
中
生
有
ニ千
化
仏
画
上
品
下
生

有
二
五
百
化
仏
幻
乃
至
如
レ是
次
第
減
、
下
品
上
生
真
仏
不
二来
迎
州
但
遣
二化

仏
化
観
世
音
化
大
勢
至
幻
其
化
仏
身
量
、
或
丈
六
八
尺
、
化
菩
薩
身
量
随
レ

其
。
下
品
中
生
天
花
上
有
二化
仏
菩
薩
一来
迎
。
下
品
下
生
命
終
之
時
見
下
金
蓮

(8
)

花

猶
如
二
日
輪

一住
中
其

人
前
加

(
9
)

と

い

っ

て

い
る
。

も

と
よ

り

こ
れ

は

『
観

無

量

寿

経

』

の
説

相

に

も

と

ず

く

も

の

で
あ

る

こ
と

は
明

ら

か

で
あ

る

が
、

こ

の
来

迎

の
化

用

に

つ

い

て
法

然

は

つ
き

の
よ

う

に
説

い
て

い
る
。

来
迎
引
接
願
者
、

即
此
四
十
八
願

申
第
十
九
願

也
。

人
師
釈

レ之

有
二多
義

幻
、

先
為
二
臨
終
正
念

一来
迎
。

所
謂
疾
苦
逼
レ
身
将
欲

レ
死
之

時
、

必
起

二境

界

自

体
当
生
三
種
愛
心

一也
。

而
阿
弥
陀

如
来
放
二
大

光

明

一現
二
行

者

前

一時
、

未

曾
有
事
故
帰
敬
心
外
無
二
他
念
殉
而
亡

二
二
種
愛
心

一更
無
レ
起
。

且
又
仏
、
近
二

行
者

一加
持
護
念
故
也
。

称
讃
浄

土
経

説
下
慈

悲

加

祐
令

二
心

不
フ乱
、

既

捨

レ
命
已
、

即
得
二
往
生

一住
中
不
退
転
上。
阿
弥
陀
経
説
下
阿
弥

陀

仏
与

二諸

聖

衆

一

現
在
二
其
前

一、
是
人
終
時
心
不
二顛
倒

一、
即
得
レ
往
中
生
阿
弥
陀
仏
極
楽

国
土
加

令
心
不
乱
与
二
心
不
顛
倒

一、
即
令
レ
住

二
正
念

一之
義
也
。

然
者

非
二
臨
終

正

念

故
来
迎

一、
来
迎
故
臨
終

正
念
之
義
明
也
。
在

生
之
間
往

生
行
成
就
人
、

臨
終

必
可
レ
得
二
聖
衆
来
迎

一。
得

二来
迎

一時
、
忽
可
レ
住

二
正
念

一
也
。

然
今
時
行
者

多
不
レ
辮
二
其
旨

一捨
二
尋
常
行

噛
生
二
怯
弱

一遙
期

二臨
終

時

一祈

二
正

念

一、
最

僻

胤
也
。

然
者
能

々
意
得
二
此
旨

一、
於

二
尋
常
行
業

一不
レ
起
二
怯
弱

心
二、
於
二
臨
終

正
念

一可
レ
成

二決
定
思

一也
。

此
是
至
要
義
、

聞

人
可
レ
留
レ
心
。

此
為

二臨

終

正
念

一来
迎
云
義
、

静
慮
院
静
照
法
橋
釈
也
。

こ

の
来

迎

の
化
用

に
関

す

る

説

明

は
、

と

く

に
来

迎

正

念

の
義

は
静

照

の
釈

に

よ

つ
た
も

の
で
あ

る

と

は

い
え
、

こ
れ

は

『
阿

弥

陀
経

』
,
の

(10
)

所
説
に
も
と
ず
く
も
の
で
あ
り
、
来
迎
に
は
こ
れ
に
加
え
て
、
先
達

の

義
、
魔
事
対
治

の
義

の
三
義
が
あ
る
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
来
迎
に
こ

れ
ら
三
義

の
化
用
が
あ
る
と
し
て
も
、
す
べ
て
阿
弥
陀
仏
の
願
力
所
成

に
よ
る
は
た
ら
き
で
あ
り
、
「
神
通
如
意
」
「
変
現
自
在
」
に
な
る
も
の

法

然

の
仏
身
観

(高

橋
)
 

二
三
三
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法
然

の
仏
身
観

(
高

橋
)
 

二
三
四

(
1
1
)

で
あ
つ
て
、
ま
た
こ
れ
が

「
法
爾
道
理
」
で
あ
る
と
表
現
さ
れ
る
の
も

説
明
を
必
要
と
し
な
い
で
あ
ろ
う
。

五

化
仏
、

化
菩
薩
と
よ
ば
れ
る
化
身
は
、
変
化
身
と
も
称
せ
ら
れ
る

(
12
)

が
、
そ
れ
は
n
i
r
m
a
n
a
-
k
a
y
a

を
原
語
と
し
て
い
る
。
こ
の
n
i
r
m
a
n
a
-

(
13
)

k
a
y
aは
b
o
d
y
 
o
f
 
m
a
g
i
c
 
t
r
a
n
s
f
o
r
m
a
t
i
o
n

と
説
明
さ
れ
、
ま
た
そ

の
n
i
r
m
a
n
a
は
n
i
r
+
m
aか
ら
な
る
語
で
、
m
e
a
s
u
r
i
n
g
,
 
f
o
r
m
i
n
g
,

(14
)

c
r
e
a
t
i
n
g
,
 
b
u
i
l
d
i
n
g
,
 
w
o
r
k

な
ど
の
意
味
を
も

つ
語
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
意
味
内
容
を

も

つ
化
身

は
、
真
身

(阿
弥
陀
仏
)
が
も

(15
)

つ
と
見
倣
さ
れ
る
体
、
相
、
用

の
三
様
態

の
な
か
、
と
く
に
相

(
f
r
o
m
-

i
n
g
,
 
b
u
i
d
i
n
g
)

と
用

(
w
o
r
k
)
と
の
化
用
を
も
つ
て
、
衆
生
に
か
か
わ

る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
い
え
る
。
す
な
わ
ち
化
身
に
は
相
と
用
と
は

あ

つ
て
も
体
は
な
く
、
あ
く
ま
で
化
身
の
体
は
真
身

(阿
弥
陀
仏
)
に
あ

る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
化
身

(
n
i
r
m
a
n
a
-
k
a
y
a
)

が
b
o
d
y
 
o
f
 
m
a
g
i
c
。

t
r
a
n
s
f
o
r
m
a
t
i
o
n

と
い
い
表
わ
さ
れ
る
が
、
そ

の
マ
ジ
ッ
ク
は
た
ん

な
る

マ
ジ

ッ
ク
で
は
な
く
、
真
身

(阿
弥
陀
仏
)
の
神
通
如
意
、
変
現
自

在
が
、
衆

生
に
と
つ
て
そ
れ
は
マ
ジ
ッ
ク
の
よ
う
に
受
け
と
め
ら
れ
る

こ
と
の
意
味
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
も
と
よ
り
そ
れ
は
阿
弥
陀
仏
が
如

来
t
a
t
h
a
g
a
t
a

(
t
a
t
h
a
+
a
g
a
t
a
)

-

(
如
実
に
来

至
せ
し
者
、
如
実
よ
り
到

(
16
)

来
せ
し
者
)
と
称
せ
ら
れ
る
、

そ
の
も
つ
と
も
衆
生
に
か
が

わ
る
具
体

的
な
化
用

と
し
て
の
相
と
用
と
を
あ
ら
わ
し
て
い
る
も

の
と
解
さ
れ

る
。こ

の
よ

う

に
来

迎

を

そ

の
特

徴

と
す

る

化

身

の
作

用

は
、

そ

れ

は
法

爾

道

理

と

い

い
表

わ
さ

れ

る

と

し

て
も
、

真

化

二
身

の
衆

生
に

か

か

わ

る

そ

の
あ

り

方

に

お

い

て
、

も

つ
と

も

宗

教

的

な
性

格

を

も

つ
も

の
で

あ

り
、

三

身
論

な
ど

に

み

ら

れ

る
仏

身

論

の
哲
学

的

な
性

格

と

は

お

よ

そ

そ

の
内

容

を
異

に
す

る

も

の
と

い
え

る
。

1
 
拙
稿

「
法
然

上
人

の
仏
身
観

の
特
異
性
」
香
月
乗
光
篇

『
浄
土
宗
開
創

期

の
研
究
』
所
収
。

2
 
法
然
上
人
全
集

(
石
井
編
)

二
三
二
頁
。

3
 
前
掲
拙
稿

を
参
照

さ
れ
た

い
。

4
 
浄
土
宗
全
書

一
五
の
八
六
頁
。

5
 
浄

土
宗
全
書

一
の
四
四
頁
。

6
 
浄

土
宗
全
書

一
の
四
六
頁
。

7
 

法
然
上
人
全
集

(
石
井
編
)

二
六
三
頁
。

8
 

法
然
上
人
全
集

(
石
井
編
)

二
三
三
頁
。

9
 
浄

土
宗
全
書

一
の
四
六

五
〇
頁
。

10

「
阿
弥
陀
仏
与
二
諸
聖
衆

一現
在
二
其

前
幻
是

人

終

時

心
不
二
顛

倒

一即
得

レ
往
二
生
阿
弥
陀
仏
極
楽
国
土

一」

(
浄
土
宗
全
書

一
の
五
四
頁
)
。

11

『
禅
勝
房
伝
説

の
詞
』
に

「
仏

の
来
迎

は
、
法
爾
道
理
に
て

そ
な

は
る

べ
き
な
り
。
」

と
あ
る

(
法
然
上
人
全
集
-

石
井
編
-

四
六
二
頁
)
。

揺

長

尾
雅
人
氏
稿

「
仏
身
論
を

め

ぐ

り

て
」
(
『
哲

学

研

究
』
第

五

一

号
)

に
は
、
変
化
身

の
原
語

は
n
a
i
r
m
a
n
i
k
a
-
k
a
y
a

さ
れ

て
い
る
。

13
 
F
.
 
E
d
g
e
r
t
o
n
-
B
u
d
d
h
i
s
t
 
H
y
b
r
i
d
 
D
a
n
s
 
3
0
2
。

14
 
M
o
n
i
e
r
-
S
a
n
s
k
r
i
t
 
E
n
g
l
i
s
h
 
D
i
c
t
i
o
n
 
5
5
6
.

15

『
大
乗
義
章
』
(
大
正
蔵
経
四
四

の
八
三

八
頁
)

の
所
説
に
よ
る
。
前
掲

拙
稿

の

「
法
然

の
三
身
即

一
論
」

の
項
を
参
照
さ
れ
た

い
。

16
 
望
月
信
亨
編

『
仏
教
大
辞
典
』
四

一
四

一
頁
。
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